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は　じ　め　に

　古文書に記された白山火山の活動記録については，これまで大森(1918)･森田(1929)・玉井(1935,

1957)･武者(1941)・日置(1942, 1956)・石川県・金沢地方気象台(1961)・上杉(1986)などによってま

とめられている。しかしながら，それらは用いた史料や，同じ史料に対しても評価が異なることがあ

り，必ずしも全てが一致しているわけではない。本報告は白山火山の歴史時代の活動を考察する際の

基礎資料とすべく，これまで収集できた同火山の活動に関連ある記録を，疑わしいものも含め掲載し

たものである。ただし，これまでの報告で白山火山の活動に関連あるとされてきた記録については，

それぞれ出典にあたり内容に正確を期したが, 2, 3については原文が確認できず，それらは掲げて

ない。今回収録した記録は，内容の違いから２つに分けて示した(表1,表２)。１つはその内容が白

山火山の活動を直接に示すもので，もう１つは直接に白山火山の活動を示すものではないが，白山火

山の活動を示していると解釈可能なものである。表には出典を明記し，出典が写本や版本の場合には

その所蔵先も示した。

直接に白山火山の活動を示す記録

　内容が直接に白山火山の活動を示していると解釈できる記事を表１に示す。ここで直接に白山火山

の活動を示していると解釈したのは，描写された内容が現在の知識から火山現象を示していると推定

できるもの（例えば，長久三年の『白山之記』の“童子”や天正十年の『混見摘写』の“法師”の出

現が噴煙を表わしているがごとく）や，“自焼”や“焼出”，“地獄出現”，“発火”のような語句が白山

の山に対して用いられているものである。また、『混見摘写』に用いられている“なる”については、

これらの記事がまとめて記され、“今度白山大なり御尋に付申上候事”という事書と、“右之分、牛首

村･風嵐村に罷在申候者とも承申、地こく大空に唱申様子覚候由、御座候、以上、万治二年六月九日、

右品ｔ寄合所へ書上申候”という奥書があり、記事の中に“なる”という語句が白山火山の活動を示

すことが明瞭なもの（例えば万治二年の記事）があることから。すべて白山火山の活動か示すものと
解釈した。

　これまで白山火山が活動した年としてあげられてきたもののうち，今回その年の活動を示す記事が

確認できなかったものは治承元年(1177年)と天文十七年(1578年)のものである。大森(1918)･日置(1942,

1956)･玉井(1935,1957)などは，“治承元年四月十二日白山自焼"・“天文十七年白山焼くという記事
が『本朝年代記』に記されているとしているが，彼らのいう『本朝年代記』という書物の所在が確認

できなかった。『國書総目録』第七巻（岩波書店編,

1970）の『本朝年代記』の項には，別称として『新

編分類本朝年代記』

（田　登仙,

1684）があげられているが，『新編分類本朝年代記』にはそのような
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記事は見いだせなかった。代わりに同書の巻一波之部白山権現の項に"炎上高倉院治承元年四月十二

日加賀目代師高兵火師高流罪餘類禁獄"という記事があり，これは神社の炎上を示すものである。

　今回の調査で従来明らかにされてきたものに加え，慶長四年(1599年)･同五年(1600年)・正保二年

(1645年)･慶安元年(1648年)・万治元年(1658年)の各年に白山の活動を示す記述が見いだされた。そ

れらは全て『混見摘写』に記されているものである。慶長五年(1600年)のものについては，今回調査

できた３冊の写本（金沢市立図書館の「加越能文庫」と「蒼瀧館文庫」蔵のものと，石川県立図書館

蔵のもの）はいずれも白山火山が活動した年を慶長三年としているが，関ヶ原の戦いが慶長五年に起

きていることと，この記事が慶長四年の記事の後におかれていることから，五を三と誤記したのであ

ろう。石川県立図書館蔵の『混見摘写』には，三の横に［五力］という写本者の注が付されている。

　記録の中には. その内容が白山火山の活動を示すことは明らかであるが，活動年代が示されていな

いものが３つある。　１つは『相良家文書』にあるもので，天文二十三年（1554年）の記事の後に掲げて

ある。これは天文二十四年二月七日付の文書で,天文二十三年から始まった活動のことをさしている。

あとの２つは，『混見摘写』に記されているものである。そのうち，天正七年の記事の後に掲げたもの

は.白山火山が信長の御代に活動したといことであるが。内容と天正十年の記事の前に記されてい
ることから，天正七年の活動を表わしている可能性が強い。寛永十七年(1640年)の記事のあとに掲げ

たものは，その内容から白山の活動時期としては寛永十四年(1637年)から正保元年(1644年)の間が考

えられる。寛永十七年に大汝(峰)から長滝寺にかけて灰が三寸程降るという活動記録があることか

ら.

この記事は寛永十七年の活勧を表わしている可能性がある。
　天文二十三年（1554年）から始まった活動は，『白山宮荘厳講中記録』によると“丙辰の年”（弘治二

年；1556年）に止んだとなっているが，『白山諸雑事記』によると弘治三年（1557年）を活動の終わった

年としている。『白山諸雑事記』の記事は古記録をもとにしたものであり，記事内容からその古記録は

　『白山宮荘厳講中記録』である可能性が強く。弘治三年は弘治二年の誤記であろう。
　表１に示した記事のうち延応元年(1239年)のものについては，玉井(1935,1957)は『白山宮荘厳講中

記録』の記録をもとに考察し，これらの記事は白山本宮の火災を誤って白山の噴火としたものである

とした。この年の記録を除くと，今回の調査で白山火山の活動を直接に示していると解釈できる記録

は，長久十年(1042年)のものの他は，天文十六年(1547年)から万治二年(1659年)までのほぼ100年間の

ものである。天文二十三年(1554年)の活動は弘治二年(1556年)まで続いており，その間の年も活動し
た年に含まれるので,この16世紀中頃から17世紀中頃までの113年のうち記録に残る活動をした年数は

13年である。そのあいだの静穏期の長さは最も長くて40年で，平均すると８年である。長久十年(1042

年)の活動から天文十六年(1547年)の活動までほぼ500年の間隔があり，また，万治二年(1659年)から

後，現在まで，昭和10年に千初滝付近から小規模な噴気孔が出現した(東野・山崎, 1988)以外は，

白山火山は活動らしい活動を行なっていない。このことから，天文十六年(1547年)から万治二年(1659

年)までのほぼ100年間は，白山火山が頻繁に活動していた時期であるといえる。

間接的に白山火山の活動を示す記録

　直接に白山火山の活動を示していないが，その内容から間接的に白山火山の活動を示すと解釈する

ことが可能な記事を表２に示す。慶雲三年（706年）の記事は越前の国の山　を白山火山の活動と解釈し

たものである（玉井,

1957

；

上杉,

1986）。しかしながら，『続日本記』巻三の慶雲三年秋七月乙丑の

条に同様な記事，“丹波，但馬，二國山火，遣使奉幣帛于神祇，　雷　忽應，不撲自滅”（黒川勝美・

國史大系編集會編,

1966）があり，慶雲三年の記事は単に越前の国の山火事を表わしているものであ
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るという考えもある(日置,

1956)。仁寿三年(853年)と貞観元年(859年)の記事では白山比咩神社の叙

位を，元慶八年(884年)の記事では“夜中有火"を，それぞれ白山火山の噴火に関係づけたものである。

ただし，後者については，元慶八年は宗叡が亡くなった年で，宗叡が白山にきて“夜中有火"の現象

が起きた年は天長八年(831)から数年して以降であることが前後の文章からわかるが，特定できない。

　これらの記事はあくまでも間接的に白山火山の活動を示すものと解釈されるものであり，そのため，
仁寿三年(853年)と貞観元年(859年),元慶八年(884年)の記事を白山火山の活動に関連ある記録として

示した大森(1918)は，これらに対して“或ハ白山が噴火セシヲ示スニ非サランガ”という注を付して

いる。また，慶雲三年の記事については，上述したように誤りではないかという意見もある。そのた

め，これらの記事を白山火山の活動を示すものと結論するには慎重になる必要がある。今後他の資料

などからも考察する必要があると考えられる。
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